










































































































































































１．Learned, Grace Whitney（1876-1962）D. W. Learned 夫妻の長女で、京都
で生まれる。Mount Holyoke Seminaryを卒業後、1900年から1916年まで日本ミッ
ションの準宣教師として同志社女学校で教える。その後 Dr. William L. Curtis
と結婚し、1929年夫の死まで日本に留まる。この時期はまだ正式の宣教師ではなかっ
た筈だが、デントンは Miss Learned が休暇帰国中であり、お金がなくてボード
が彼女を送れないと誤解している。
２．Minturn, Mildred（1875-1922）19世紀半ばの海運王 Robert Bowne Minturn 
Jr. の７人の子供のうちの四女。Leslie Minturn Allison による伝記 Mildred 
Minturn: A Biographyがある。


































































































































































































１．Mrs. Jewett, H. E. 太平洋ウーマンズ・ボードの第４代会長（在任1890-1899）。

















































































































Japan Weekly mail より）。「ドーリック号」が３月21日発だから、デントンは約
10日間ハワイに滞在して、４月10日に「日本丸で」出国したことになる。サンフラ
ンシスコからはポートランド・オレゴン行き船便はいくらもあったのであろう。
８．Mr. Binley of Phil. 詳細不詳
９．Pacific Grove 太平洋岸に面した風光明媚な都市。カリフォルニア州モントレー
郡に位置する芸術家の街。ビクトリア朝風の建物も多く、かつてはスタインベック
一家も住んだ。
〈半田多喜１書簡〉【松波満江 訳】
日本　京都　同志社女学校
1900年６月23日
拝啓　デントン先生
　アメリカでご親戚や旧知の方々を訪ねながら楽しい時間をお過ごしのこと
でしょう。日本でのお仕事の話をするためにオレゴン州へ行ってしまわれた
と、松田さん２から伺いました。お仕事がうまく運び、休暇もしっかり取れ
るようお祈りしています。前回の手紙でお知らせした植物は校庭でほぼ花盛
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りです。日本は今は梅雨の季節ですが、ここ数週間雨は降っていません。農
民たちは雨を待ち焦がれ、ほとんど毎晩山頂で火を焚き雨乞いをしています。
そのおかげでしょうか、今朝は少し曇っており、雨もほんの少し降っていま
す。
　試験が来週の水曜日から３日間の予定で始まり、卒業式が７月３日に挙行
されることが決まっています。今は準備のために大忙しです。バートレット
先生ご夫妻３は女学校のためにとてもよくしてくださいます。ご主人は歌を、
奥様はオルガンを教えてくださり、卒業式の日の奏楽も快く引き受けてくだ
さいました。奥様は生徒が各々の場所へ順番に着席するための行進曲を弾く
ことも進んで提案してくださいました。在校生は中間の席に着き、卒業生が
最前列に座ることになっています。一度練習をしてみましたが、とてもうま
くいったように思います。卒業生は８人４で、その中で秋山さんだけが特別コー
ス５の卒業生です。卒業式が終わりましたら、もう一度詳しくお便りいたし
ます。
　ベネディクトさん６がアメリカに帰られたのはご存知でしょう。おそらく
そちらでお会いになるのでしょうね。
　平田さん７がお郁さん８の赤ちゃんの写真を送ってくださいました。そこに
は、亡くなられた奥様に生き写しだと書かれています。とても愛らしい、本
当に可愛い赤ちゃんです。
　今年の夏は京都に留まり、植物採集と調査のために休暇を丸ごと使おうと
思っています。心からうれしい出来事があります―12人の女生徒９が悔い改
めをして、明日の日曜日に洗礼を受けることになっているのです。広津さん10
の婚約者である新島さん11（新島夫人の養女のことですが、おサダさん12のこ
とではありません）も受洗することになっています。
　ウエストンさん13はご親切にも、いつも私の手紙の誤りを正し、送り返し
てくださいます。お手紙では、ここ２、３日お具合が悪かったようですが、
今はお元気になられ、今年の夏休みは日光と赤倉を訪れるつもり、とありま
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した。
　おそらくご存知ではないでしょうが、私の妹は脊髄の病14でひどく具合が
悪く、５月４日に手術を受けました。（以下、マイクロが切れている）
別便〈デントン書簡〉
　この手紙は、ある卒業生から届いたものです―今は同志社女学校の教師を
しています。東京で暮らしていたときは様々な条件にも恵まれ、現在よりも
給料も多かったのですが、実際の苦労と収入の減少という犠牲を払ってでも、
母校の女学校に戻らなければならないと感じたようです。できるだけ早く助
成金を準備していただきたいという私の願いをより強く訴えるために、そし
てバートレット夫妻が京都でどんなに役に立ってくださっているかを分かっ
ていただくためにも、この手紙を同封いたします。
１．残存する書簡には筆者の名前がないが、内容から半田たきと判断した。中目（半
田）多喜（1870-1956）福岡県久留米市出身。1895年同志社女学校普通科、1897年
師範科を卒業。その後上京し、英国系聖公会立の香蘭女学校に奉職。植物の研究に
も興味があり、小石川の植物園で植物を調べる機会を得て、女性としてただ一人植
物学会員になる。1900年４月10日松浦政泰教頭の懇請を受けて同志社女学校に奉職。
２．松田幸（1876-1940）1894年同志社女学校普通科を卒業後、デントンの鳥取伝道
に同行。在学時より音楽に秀でていたため1898年に渡米しミルズ大学・ニューイン
グランド音楽院で学び、1901年渡独。ベルリンにて研鑽を積み1906年帰国。華族女
学校でピアノ教師を勤めつつ、荒木和一と結婚するまで演奏活動を続けた。この時
はオークランドのミルズ大学に在学中。
３．バートレット夫妻　前出〈151〉
４．専門部文学科卒：秋山寅子（愛媛県）
普通科卒：八藤富子、西澤愛子（岡山県）小川泰子（山口県）古川信子（福井県）
邦語科卒：岡田長女子（岡山県）辻内萬子（大阪府）井口宗子（熊本県）の８名（『同
志社女学校期報14号』）
５．秋山寅子だけが専門部文学科の卒業生。卒業論文は「17世紀に於ける日英の交渉」。
６．Benedict, Harriet Miriam（1856-1938）アメリカン・ボード女性宣教師。ウィ
スコンシン州ロック郡クリントン出身。1892年11月に来日。1894年５月～1896年11
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月京都、1896年12月～1897年６月大阪、1897年９月～1900年５月神戸で教育と伝道
に従事。1900年５月に離日。
７．平田義道（1866-1934）大阪府出身。堺県立師範学校卒業後、小学校教員をする。
教師勤務中の1886年に大阪教会で受洗し伝道界に入る決心をする。88年伝道師、97
年按手を受けて大阪教会副牧師、後に横浜紅葉坂教会で牧師を務める（1900-1931）。
８．平田（坂田）郁子（1867-1897）宮崎県高鍋出身。1893年同志社女学校専門科神
学科で学んだ後、助教として残る。教師としてだけでなく信徒会役員、同窓会役員
などを歴任。1896年９月平田義道氏との結婚を機にすべての役職を辞任し、大阪西
区江戸堀にて生活を始める。1897年５月17日長女千代子を出産するが、６月20日に
乳児を遺して急逝。
９．1900年６月24日杉田潮牧師により同志社教会で、以下の12名が受洗。井上きぬ、
地主しづ、小川みつ、大井もも江、竹井たかの、長光きよ、村上いくよ、福田（湯
浅）ろく、伊藤（宮脇）とみ、玉井てい（貞）、廣津（新島）はつ、大西しめ（『同
志社教会歴史名簿』）
10．広津友信（1865-1937）福岡県柳川出身。1889年同志社を卒業後、新島の懇請で
新潟教会伝道師に就任。新島の没後1891年に渡米し、イェール、ハーバード大学に
留学。卒業後1899年、同志社に戻り同志社校長心得に就任するが、学内内紛の余波
を受けて、２年後には辞任。岡山の第六高等学校の英語教師（1901-1920）を経て、
1920年には旧制山形高校へ赴任するが、１年で定年を迎える。その後、同志社神学
校時代の親友、留岡幸助が巣鴨で始めた私立感化院「家庭学校」に奉職（1927-1932）。
11．新島はつ（1881-？）父甘糟鷲郎病死後、1892年に叔父甘糟三郎の養女として入籍。
次に1900年３月31日新島八重と養子縁組をした後、1901年５月に広津友信と結婚。
広津との結婚に伴い新島籍を除籍となるが、終生新島八重とは実の娘のように家族
ぐるみの交流をした。
12．新島（山口）サダ（1880-？）元米沢藩士、京都府下宮津町判事山口源之助の四女。
1896年２月３日新島八重と養子縁組をするが、1898年２月24日離縁。新島八重はこ
の他に、大塚小一郎（1876-？）とも1902年３月15日に縁組、同年６月７日に離縁
している。
13．Miss Weston（詳細不明）半田多喜は東京在住時、「英國婦人ウエストン嬢の私
塾に同宿することになった。」「ウエストン女史は、才媛で交際家でもあり、親切な
宣教師の一人で、津田梅子女史などとも交際があった」と記している（半田多喜自
伝『想ひ出の記』）
14．「明治33（1900）年４月のことであったと思う。妹高子が脊髄カリエス症にかかり、
福岡大学病院にて手術を受け入院中との報知を兄上より受けて驚き…」（半田多喜
自伝『想ひ出の記』）
